
果樹の発芽及び開花予測法 (■研)十  1  1   ■ |

―発芽及び開花予測の能率化―                  ‐

i l t■ f l ―   |■         (園 試果樹部)

|‐草宇ⅢⅢ,半‐`    .   ・   ‐   _                ‐
りんご等の発芽及び開花期の予測方法は、平成 4年 度に 『果樹の発芽及び開花予測法』とし

て指導上の参考事項に供したが、 「メッシュ気象情報システム」の時間値データの取得に時間

を要する等効果が劣ることから、パーソナルコンピュニターによる予測システムを開発 した。

そことtと あう支チムと使角t、 占義
|で
算出した定数 (平均

‐
D―TS)に より、県内をもでの生

育予測が可能かどうか検討した結果、成果が得られたので参考に供する。
| ‐
→ |  ! ‐

i  l l   ―

|     ―               |          ‐

2:技 術内容    |・
十‐      ‐    l i  l

l)「 メッシュ気象情報システム」のメッシュ気温からパーソナルコンピューターを用い、

効率良 く、発芽及び開花予測が可能なシステムを開発した。      十 t l !  f

2)現 地のデータがない中で、国試で算出した定数 (平均DTS)に より普及所の定点観測地

点でりんごの開花予測を行なった結果、 1～ 2日 程度の誤差で、国試で計算した平均DTS

Iを使用しをあ手加ぶ可能をあると  い
 ―       ・     ~'!

3.指 導上の留意事項

1)本 システムの発芽及び開花予測では、最適Ea、 起算日、平均DTSを 用いて、メッシュ

気温の日最低気温と日最高気温からT日 、を単位とした温度変換日数を計算し、
‐予測結果をグ

ランと共に表示する。

2)予 測ではt① 予測日以降が平年並に推移した場合と②予測日以降が予測年の気温変動に準

じて推移した場合で計算した2つ の予測日を示す。       1｀

3)最 適Eaと 起算日は、国芸試験場の気温で計―算した値を使用し、平均DTsは 、①園芸試

験場の計算値と②予測地点の平年気温・平年生育日からの計算値の2つ から選択できる。

4)開 発で使用した機種等     ｀

パーソナルコンピュエター ;NEC 9800シ リーズ        ‐

i 使用言語 ;N88工 BAS I C iVER6.0   +     ~

オペレーテングシステム ;MS‐ DttO S 3.8C

5)メ ッシュ気温の欠測値は、平年悼を代入し|て計算し|ている。

6)本 システムの予測法の考え方については、平成4年度の指導上の参考事項 『果樹の発芽及

び開花予測法』を、具体的な使用方法については、作成したマニュアルを参照する。

-115-



5.試 験成績概要

第 1図  プ ログラムの構成とフローチャー ト

書き込み卜
・
ライフ
・

読み込みドライフ
・
;フ ァイル保存

;気温データ

口‐タス123フアイルフヽ

変換 (気温+DTS)

既値利用 ;園試の平均DTS利 用

平年利用 ;予測地点の平年気温と

平年生育日から計算した

平均DTSを 利用

①気温が平年並に推移する場合

②気温が予測年の変動に準ずる場合

ドライプの設定

予測年の選択

メッシュ気温ファイルの選択

発芽及び開花予測 ファイル変換

予測グラフの表示
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